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Ⅰ．調査の概要 
 

１．調査目的 

子ども・子育て関連３法に基づく「子ども・子育て支援新制度」は、早ければ平成 27 年度から

スタートすることとなった。そこで、本市では、平成 26 年度で終了する「高砂市次世代育成支援

後期行動計画」を見直すとともに、新たな国の新制度に対応する「高砂市子ども・子育て支援事業

計画」を策定することとした。 

この計画の策定に先立ち、就学前児童保護者及び小学生保護者に対しては各種子育て支援サービ

スの利用状況や希望を、また、高校生に対しては家庭や学校での生活や将来の希望等を把握し、計

画策定の基礎資料とすることを目的に実施した。 

 

２．調査設計と回収結果 

調査対象 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

調査対象 
平成 25年 10月 1日現在、市内に在住

する就学前児童（０～５歳）の保護者 

平成 25年 10月 1 日現在、市内に在住

する小学校１年生から６年生の保護者 

対象数 4,813人 5,263人 

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 

調査方法 

幼稚園及び保育所に通っている場合

は、幼稚園や保育所を通じて配布・回

収。それ以外は郵送による配布・回収

とし、中間でハガキによる督促状を送

付 

学校を通じて配布・回収 

調査期間 

平成 25年 11月５日（金） 

～ 

平成 25年 12月３日（火） 

調査票配布数 2,153件 1,025件 

有効回収数 1,428件 821件 

有効回収率 66.3％ 80.1％ 
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３．この報告書の見方 

（１）回答は、各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してある。小数点第２位を

四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％を前後することがある。 

（２）複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超える。なお、複数回答を求める

質問についての図表上の表記は、以下のとおりである。 

「ＭＡ％」（Multiple Answer） 

＝回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

「２ＬＡ％」（２ Limited Answer） 

＝回答選択肢の中からあてはまるものを２つ以内で選択する場合 

「３ＬＡ％」（３ Limited Answer） 

＝回答選択肢の中からあてはまるものを３つ以内で選択する場合 

（３）本文中のグラフや数表で、コンピュータの入力の都合上、回答選択肢の文言を簡略化してい

る場合がある。 
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Ⅱ．調査対象者の概要 
 

（１）対象児童の年齢・学年 

＜就学前児童＞              ＜小学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※就学前児童の年齢は平成 25年４月１日現在 

 

（２）対象児童の居住地区（小学校区） 

＜就学前児童＞                ＜小学生＞ 

 

10.2

18.5

11.3

4.3

4.8

12.5

15.4

6.9

10.1

5.4

0.6

0 20 40 60 80 100

高　砂

荒　井

伊　保

伊保南

中　筋

曽　根

米　田

米田西

阿弥陀

北　浜

無回答

(%)

(N=1,428)

無回答
0.7%

６年
19.0%

５年
15.0%

４年
17.8%

３年
15.2%

２年
15.3%

１年
16.9%

(N=821)

無回答
0.7%５歳

17.9%

４歳
19.0%

３歳
17.6%

２歳
17.6%

１歳
14.2%

０歳
12.8%

(N=1,428)

10.6

14.4

11.1

4.5

4.8

16.3

14.9

6.9

10.6

5.2

0.7

0 20 40 60 80 100

高　砂

荒　井

伊　保

伊保南

中　筋

曽　根

米　田

米田西

阿弥陀

北　浜

無回答

(%)

(N=821)
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19.5

5.3

28.3

1.3

38.0

6.1

0.5

1.0

0 20 40 60 80 100

フルタイム

フルタイム（産休、育休、介護休業中）

パートタイム・アルバイト等

パートタイム・アルバイト等
（産休、育休、介護休業中）

以前は働いていたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

父子家庭または母子家庭である

無回答

(%)

(N=1,428)

Ⅲ．就学前児童及び小学生の保護者調査の主な結果 
 

 

 

（１）父母の就労形態（就学前：問 7・小学生：問 6） 

 母親については、就学前児童では「以前は働いていたが、現在は就労していない」が38.0％で

最も多く、小学生では「パートタイム・アルバイト等」が44.7％で最も多い。 

 就労（産休中・育休中含む）している母親は、就学前児童で54.4％、小学生で68.1％と、小学

生の方が母親の就労率が高い。 

 父親については、大半が「フルタイム」で就労している。 

 

【父母の就労形態】 

■就学前児童          ＜母親＞          ＜父親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■小学生             ＜母親＞          ＜父親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フルタイム」とは、働いている時間が１週５日程度・１日８時間程度の方 

※「パートタイム」の表記にはアルバイト等を含み、働いている時間がフルタイムより短い方 

１ 保護者の就労状況 

 

90.8

0.3

0.3

0.0

0.6

0.0

4.3

3.8

0 20 40 60 80 100

フルタイムで就労

フルタイムで就労しているが、育休、介護休業中

パートタイム、アルバイト等で就労

パートタイム、アルバイト等で就労しているが、育休、介護休業
中

以前は働いていたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

母子家庭である

無回答

(%)

(N=1,428)

23.4

44.7

29.7

1.1

1.1

0 20 40 60 80 100

フルタイム（産休・育休・介護休業中を含む）

パートタイム、アルバイト等
（産休・育休・介護休業中を含む）

働いていない

母親はいない

無回答

(%)

(N=821)

86.8

0.4

0.4

4.4

8.0

0 20 40 60 80 100

フルタイムで就労（産休・育休・介護休業中を含む）

パートタイム、アルバイト等で就労（産休・育休・介護休業中を
含む）

働いていない

父親はいない

無回答

(%)
(N=821)
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6.4

37.3

38.9

9.8

1.8

0.8

0.8

0.0

0.3

0.8

0.1

0.0

0.0

0.4

0.1

0.4

2.2

020406080100

(%)

(N=777)

0.1

0.0

0.1

0.1

0.0

0.4

2.7

6.2

9.5

10.4

15.3

27.8

17.0

4.1

1.3

2.6

2.3

0 20 40 60 80 100

7：00以前

7:01～8:00

8:01～9:00

9:01～10:00

10:01～11:00

11:01～12:00

12:01～13:00

13:01～14:00

14:01～15:00

15:01～16:00

16:01～17:00

17:01～18:00

18:01～19:00

19:01～20:00

20:01～21:00

21:01以降

無回答

(%)

(N=777)

（２）父母の就労時間と出勤・帰宅時刻（就学前：問 7・問 8、小学生：なし） 

 出勤時刻（家を出る時刻）については、母親は「8：01：～9：00」が38.9％で最も多く、僅差

で「7：01～8：00」が続く。一方、父親は「7：00以前」が43.5％最も多く、僅差で「7：01～8：

00」が続く。 

 帰宅時刻については、母親は「17：01～18：00」が27.8％で最も多く、父親は「19：01～20：

00」が22.7％で最も多い。 

 

【就労している父母の出勤時刻・帰宅時刻】 

＜母親の出勤時刻＞  ＜母親の帰宅時刻＞   ＜父親の出勤時刻＞  ＜父親の帰宅時刻＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.5

41.6

9.4

0.8

0.2

0.5

0.2

0.2

0.3

0.1

0.2

0.1

0.2

0.2

0.2

0.2

2.1

020406080100

(%)

(N=1,305)

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.2

0.2

0.4

0.7

1.1

4.7

13.6

19.5

22.7

17.6

16.9

2.4

0 20 40 60 80 100

7：00以前

7:01～8:00

8:01～9:00

9:01～10:00

10:01～11:00

11:01～12:00

12:01～13:00

13:01～14:00

14:01～15:00

15:01～16:00

16:01～17:00

17:01～18:00

18:01～19:00

19:01～20:00

20:01～21:00

21:01以降

無回答

(%)

(N=1,305)
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無回答
1.9%

パートタイム・ア
ルバイト等をやめ

て、子育てや家事
に専念したい

3.3%

今後もパートタイ

ム・アルバイト等
で働くことを希望

している
59.8%

フルタイムで働き
たいと思っている
が、実現できる見

込みはない
26.7%

フルタイムで働き
たいと思ってお
り、実現できる見

込みがある

8.3%

(N=423)

無回答
1.6%すぐにでも、また

は１年以内に
働きたい
19.8%

１年より先に
働きたい
57.5%

子育てや家事に
専念したい（働く

予定はない）
21.1%

(N=630)

3.0

4.7

19.9

12.7

7.7

11.3

26.2

2.8

1.1

7.5

3.0

0 20 40 60 80 100

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳以上

無回答

(%)

(N=362)

（３）母親の今後の就労意向（就学前：問 7-2,3,4・問 8-2,3,4） 

 パート・アルバイト等就労の母親（就学前のみ）についてフルタイムへの転換希望をみると、

「今後もパートタイム・アルバイト等で働くことを希望している」が59.8％で最も多い。「フル

タイムで働きたいと思っており、実現できる見込みがある」は8.3％である。 

 未就労の母親（就学前のみ）について今後の就労希望をみると、「１年より先に働きたい」が

57.5％で最も多く、この層では末子が「７歳」になったら働きたいという人が26.2％と多い。 

 未就労の母親（就学前のみ）のうち「すぐにでも、または１年以内に働きたい」は19.8％であ

り、就労形態では「パート・アルバイト」を希望する人が多い。 

 

【パートタイム・アルバイト等就労者の               【未就労者の今後の就労意向（母親）】 

フルタイムへの転換意向（母親）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【すぐにでも、または１年以内に働きたい       【１年より先に働きたい人が働きたい 

人が希望する就労形態（母親）】            と思う末子年齢（母親）】 

        

 

 
無回答
2.4%

パート・
アルバイト

78.4%

フルタイム
19.2%

(N=125)
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（１）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（就学前：問 9） 

 全体では66.3％が平日の定期的な教育・保育事業を利用している。 

 定期的に利用している教育・保育事業については、「保育所（市立・私立）」が40.7％で最も多

く、次いで「幼稚園（通常の就園時間の利用）」が17.1％であり、この２つに集中している。 

 定期的な教育・保育事業の利用開始時期についてみると、幼稚園（通常の就園時間の利用）は

「４歳児」が大半を占めている。保育所は「３歳～４歳未満」と「６か月～１歳未満」、私立認

定こども園では「３歳～４歳未満」、事業所内保育施設では「１歳～１歳半未満」が多い。 

 

【定期的に利用している教育・保育事業（就学前児童保護者）】 

17.1

0.2

40.7

5.3

0.9

1.0

0.1

1.1

31.8

1.9

0 20 40 60 80 100

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園に通園し、預かり保育を利用

保育所（市立・私立）

私立認定こども園

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

児童発達支援センター

その他

利用していない

無回答

(%)

(N=1,428)

 

 

【年齢３区分別 教育・保育事業の利用率（就学前児童保護者）】 
（単位：Ｎは人、他は%） 

 

Ｎ

幼
稚
園
（

市
立
・
私
立
）

（

通
常
の
就
園
時
間
）

幼
稚
園

（

通
常
の
就
園
時
間
＋
預
か

り
保
育
）

認
可
保
育
所

（

市
立
・
私
立
）

私
立
認
定
こ
ど
も
園

事
業
所
内
保
育
施
設

そ
の
他
の
認
可
外
保
育
施
設

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

全      体 1428 17.1 0.2 40.7 5.3 0.9 1.0 0.1 1.1 31.8 1.9

０　歳　児 183 0.5 0.5 15.3 2.7 3.3      -      - 1.1 72.1 4.4

１～２歳児 455 0.4      - 36.0 5.1 0.7 1.3      - 2.2 53.8 0.4

３～５歳児 780 30.4 0.3 49.6 6.0 0.5 1.0 0.1 0.5 9.7 1.8  

２ 平日の定期的な教育・保育事業の利用について（就学前児童保護者のみ） 
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33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

0 20 40 60 80 100

３歳～３歳６か月未満

３歳６か月～４歳未満

４歳～４歳６か月未満

４歳６か月～５歳未満

５歳～５歳６か月未満

５歳６か月～６歳未満

６歳～６歳６か月未満

６歳６か月以上

無回答

(%)

(N=3)

0.3

2.4

22.4

19.4

10.2

8.4

8.1

23.1

4.3

1.0

0.3

0 20 40 60 80 100

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳半未満

１歳半～２歳未満

２歳～２歳半未満

２歳半～３歳未満

３歳～４歳未満

４歳～５歳未満

５歳以上

無回答

(%)

(N=581)

0.0

1.3

18.7

13.3

9.3

9.3

12.0

26.7

5.3

2.7

1.3

0 20 40 60 80 100

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳半未満

１歳半～２歳未満

２歳～２歳半未満

２歳半～３歳未満

３歳～４歳未満

４歳～５歳未満

５歳以上

無回答

(%)

(N=75)

【平日の定期的な教育・保育事業の利用開始年齢（就学前児童保護者）】 

 

＜幼稚園（通常の就園時間）＞    ＜幼稚園（通常の就園時間＋預かり保育）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保育所（市立・私立）＞           ＜私立認定こども園＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.4

0.8

6.6

78.7

12.7

0.8

0 20 40 60 80 100

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

無回答

(%)

(N=244)
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＜事業所内保育施設＞         ＜その他の認可外保育施設＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「児童発達支援センター」利用者は１名で、３歳児から利用開始している（グラフ割愛） 

 

0.0

7.7

15.4

61.5

7.7

0.0

7.7

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳半未満

１歳半～２歳未満

２歳～２歳半未満

２歳半～３歳未満

３歳～４歳未満

４歳～５歳未満

５歳以上

(%)

(N=13)

0.0

0.0

7.1

7.1

7.1

21.4

21.4

21.4

14.3

0.0

0 20 40 60 80 100

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳半未満

１歳半～２歳未満

２歳～２歳半未満

２歳半～３歳未満

３歳～４歳未満

４歳～５歳未満

５歳以上

(%)

(N=14)
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 平日の定期的な教育・保育事業の利用日数は、「週５日」が85.2％と大半を占めている。 

 平日の定期的な教育・保育事業の利用時間は、「８時間」が26.5％で最も多く、次いで「５時間」

が23.5％となっている。 

 平日の定期的な教育・保育事業の利用時間帯については、開始時刻は「９時」、終了時刻は「16

時」が多い。 

※希望については、現在と比べて「無回答」の割合が高いため、コメントを省略する 

 

【平日の定期的な教育・保育事業の利用日数（就学前児童保護者）】 

＜現在＞                  ＜希望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平日の定期的な教育・保育事業の利用時間（就学前児童保護者）】 

＜現在＞                  ＜希望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0

0.7

0.4

0.6

85.2

9.8

0.0

2.2

0 20 40 60 80 100

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答

(%)

(N=947)

0.4

0.1

0.5

0.3

51.4

13.7

0.6

32.8

0 20 40 60 80 100

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答

(%)

(N=947)

0.4

0.3

0.2

4.5

7.8

14.5

15.1

9.1

7.8

3.3

2.9

34.1

0 20 40 60 80 100

２時間以下

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

(%)

(N=947)

1.3

0.5

0.6

23.5

2.5

19.5

26.5

10.9

8.6

2.3

0.6

3.1

0 20 40 60 80 100

２時間以下

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

(%)

(N=947)
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無回答
3.0%

市外
5.4%

市内
91.7%

(N=947)

【平日の定期的な教育・保育事業の利用開始時刻（就学前児童保護者）】 

＜現在＞                  ＜希望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平日の定期的な教育・保育事業の利用終了時刻（就学前児童保護者）】 

＜現在＞                  ＜希望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【定期的に利用している教育・保育事業の実施場所（就学前児童保護者）】 

 

 

4.4

31.5

57.9

1.7

0.2

0.0

4.3

0 20 40 60 80 100

７時以前

８時

９時

10時

11時

12時以降

無回答

(%)

(N=947)

6.2

21.6

37.5

0.7

0.0

0.0

33.9

0 20 40 60 80 100

７時以前

８時

９時

10時

11時

12時以降

無回答

(%)

(N=947)

1.4

0.7

23.3

2.2

33.6

18.6

13.9

1.9

0.0

4.3

0 20 40 60 80 100

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

(%)

(N=947)

0.4

0.4

4.0

8.8

19.7

14.4

10.3

5.8

2.0

34.1

0 20 40 60 80 100

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

(%)

(N=947)
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43.2

22.3

50.3

27.3

3.0

1.7

3.0

1.2

1.8

4.0

1.0

2.2

3.4

0 20 40 60 80 100

幼稚園（市立・私立）（通常の就園時間）

幼稚園（通常の就園時間＋預かり保育）

認可保育所（市立・私立）

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用したいと思う事業はな
い・利用する必要がない

無回答

(MA%)

(N=1,428)

（２）今後利用したい定期的な教育・保育事業（就学前：問 10） 

 今後利用したい教育・保育事業については、「認可保育所（市立・私立）」が50.3％で最も多く、

次いで「幼稚園（市立・私立）（通常の就園時間）」が43.2％となっている。 

 年齢３区分でみると、年齢にかかわらず「認可保育所」が最も多くなっている。また、０歳で

も「利用したいと思う事業はない・利用する必要はない」はごく少数であり、何らかの事業を

利用したい意向をもっている。 

 

【今後、定期的に利用したい教育・保育事業（就学前）】 

＜利用したい事業＞    ＜そのうち特に利用したい事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢３区分別 今後、特に利用したい教育・保育事業(MA)】 
（単位：Ｎは人、他は%） 

 

Ｎ

幼
稚
園
（

市
立
・
私
立
）

（

通
常
の
就
園
時
間
）

幼
稚
園

（

通
常
の
就
園
時
間
＋
預
か

り
保
育
）

認
可
保
育
所

（

市
立
・
私
立
）

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
な
保
育
施
設

家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

そ
の
他
の
認
可
外
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ
ァ

ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

利
用
し
た
い
と
思
う
事
業
は

な
い
・
利
用
す
る
必
要
が
な

い 無
回
答

全      体 1428 43.2 22.3 50.3 27.3 3.0 1.7 3.0 1.2 1.8 4.0 1.0 2.2 3.4

０　歳　児 183 46.4 21.9 52.5 27.3 7.1 1.6 6.6 0.5 0.5 3.3 1.1 2.2 3.3

１～２歳児 455 38.9 21.1 56.9 33.2 2.6 2.0 2.9 1.5 2.2 3.5 1.1 2.2 3.3

３～５歳児 780 44.7 22.9 46.2 24.0 2.3 1.5 2.3 1.2 1.8 4.5 0.9 2.3 3.2  

24.9

6.7

34.2

11.0

0.2

0.2

0.6

0.6

0.2

0.2

0.5

2.1

18.7

0 20 40 60 80 100

幼稚園（市立・私立）（通常の就園時間の利用）

幼稚園（通常の就園時間＋預かり保育利用）

認可保育所（市立・私立）

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用したいと思う事業はない・利用する必要がない

無回答

(%)
(N=1,428)
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（３）土曜日・休日・長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 

（就学前：問 11・問 12） 

 土曜日、日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用については、「利用する必要はない」が

で最も多い。「ほぼ毎日利用したい」「月１～２回利用したい」を合わせた何らかの利用希望が

あるのは、土曜日39.5％、日曜日・祝日18.9％である。 

 幼稚園利用者について、夏休み・冬休みなどの長期休業中の利用意向をみると、「利用する必要

はない」が48.2％で最も多くなっている。 

 土曜日の利用希望者の希望時間については、開始は「８時」と「９時」、終了は「16時」「17時」

「18時」が多い。 

 日曜日の利用希望者の希望時間については、開始は「８時」と「９時」、終了は「17時」と「18

時」が多い。 

 長期休業中の幼稚園利用希望者の希望時間については、開始は「９時」、終了は「14時」が多い。 

 

【定期的な教育・保育事業の利用希望（就学前）】 

 

＜土曜日＞                 ＜日曜日・祝日＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夏休み・冬休み等長期休業中の幼稚園の利用】 

（問 9で幼稚園を利用していると回答した人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答
3.9%

月に１～２回
は利用したい

28.2%

ほぼ毎日
利用したい

11.3%

利用する必要
はない
56.7%

(N=1,428)

無回答
6.0%

月に１～２回は
利用したい

17.2%

ほぼ毎日利用
したい
1.7%

利用する必要
はない
75.2%

(N=1,428)

無回答
1.2%

月に１～２回
は利用したい

26.3%

ほぼ毎日
利用したい

24.3%

利用する必要
はない
48.2%

(N=247)
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9.4

39.6

44.4

3.0

0.0

0.2

3.4

0 20 40 60 80 100

７時以前

８時

９時

10時

11時

12時以降

無回答

(%)

(N=563)

【土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望時間（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望間（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長期休業中の幼稚園の利用希望間（就学前）】 

 

＜開始時刻＞ 

6.9

4.8

3.9

6.7

22.9

22.7

21.7

4.6

2.0

3.7

0 20 40 60 80 100

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

(%)

(N=563)

11.9

39.0

38.3

5.9

0.0

0.4

4.5

0 20 40 60 80 100

７時以前

８時

９時

10時

11時

12時以降

無回答

(%)

(N=269)

3.7

1.5

2.6

6.3

19.0

26.8

24.5

6.3

4.5

4.8

0 20 40 60 80 100

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

(%)

(N=269)

0.8

9.6

81.6

3.2

0.0

0.8

4.0

0 20 40 60 80 100

７時以前

８時

９時

10時

11時

12時以降

無回答

(%)

(N=125)

5.6

1.6

34.4

20.8

24.0

7.2

2.4

4.0

0 20 40 60 80 100

12時以前

13時

14時

15時

16時

17時

18時

無回答

(%)

(N=125)

＜終了時刻＞ 

＜開始時刻＞ ＜終了時刻＞ 

＜開始時刻＞ ＜終了時刻＞ 
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15.5

68.1

48.1

23.6

1.4

0.3

0.3

0.9

0.7

0.9

0 20 40 60 80 100

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人
に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労して
いない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰを利用した

仕方なく子どもだけで留守番
をさせた

その他

無回答

(MA%)

(N=702)

 

 

（１）就学前児童の病気の際の対応（就学前：問 13・問 13-1・問 13-2） 

 平日の定期的な教育・保育事業を利用している就学前児童について、病気やケガで通常の教育・

保育事業が利用できなかったことが「あった」のは74.1％となっている。 

 その場合の対処方法としては、「母親が休んだ」が68.1％で最も多く、次いで「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」が48.1％となっている。 

 

【子どもが病気等で通常の教育・保育事業     【子どもが病気の際の対応（就学前児童保護者）】 

 が利用できなかったこと（就学前児童保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対応方法別子どもが病気等で通常の教育・保育事業を利用できなかった日数（就学前児童保護者）】 
（単位：Ｎは人、他は％） 

 
Ｎ 年１日 年２日 年３日 年４日 年５日 年６日 年７日 年８日 年９日 年10日 年11日

年12日
以上

無回答
平均

（日）

父親が休んだ 109 20.2 22.9 18.3 3.7 15.6 2.8 1.8 1.8      - 3.7      - 2.8 6.4 3.7

母親が休んだ 478 6.9 12.1 12.1 4.0 17.6 2.5 4.4 1.3      - 14.6      - 15.1 9.4 7.4

（同居を含む）親族・知
人にみてもらった

338 5.9 13.3 12.7 2.4 19.8 0.9 5.6 0.6      - 17.8      - 11.2 9.8 7.2

父親又は母親のうち就労
していない方がみた

166 7.2 10.2 15.1 4.2 13.3 1.8 6.6 3.6      - 20.5      - 10.8 6.6 7.1

病児・病後児の保育を利
用した

10 10.0 40.0 10.0 10.0      -      - 10.0      - 10.0 10.0      -      -      - 4.2

ベビーシッターを利用
した

2 50.0      - 50.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -      - 2.0

ファミリー・サポート・
センターを利用した

2      - 50.0 50.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -      - 2.5

仕方なく子どもだけで留
守番をさせた

6 33.3 33.3      -      -      -      -      -      -      - 16.7      -      - 16.7 3.2

その他 5      -      -      -      - 20.0 20.0      -      -      - 40.0      -      - 20.0 7.8
 

３ 子どもの病気の際の対応について 

 

無回答
1.6%

なかった
24.3%

あった
74.1%

(N=947)
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（２）小学生の病気の際の対応（小学生：問 7） 

 小学生については、病気やケガで学校を休まなければならなかった時に「病児・病後児保育施

設を利用したいと思った」のは14.9％であり、利用希望日数は分散しており、平均で「年7.5

日」となっている。 

 

【病児・病後児施設の利用（小学生保護者）】 

無回答
2.1%

利用したいとは思
わなかった

83.1%

できれば病児・病
後児保育施設等を

利用したいと
思った
14.9%

(N=821)

 

【利用したいと思った日数（小学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3

12.3

13.1

0.8

18.0

1.6

6.6

0.8

0.0

15.6

0.0

7.4

20.5

0 20 40 60 80 100

年１日

年２日

年３日

年４日

年５日

年６日

年７日

年８日

年９日

年10日

年11日

年12日以上

無回答

(%)

(N=122)

平均：年 7.5日 
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（１）就学前児童保護者が不定期に利用している事業（就学前：問 14） 

 私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業については、「利用してい

ない」が87.6％と多数を占めている。「一時預かり」は2.6％（平均年19.5日）の利用がみられ

る。 

 

【不定期に利用している事業（就学前児童保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業別 年間利用日数（就学前）】 
（単位：Ｎは人、他は％） 

 
Ｎ

年４日
以内

年５日
～８日

年９日
～12日

年13日
～18日

年19日
～24日

年25日
～30日

年31日
～36日

年37日
以上

無回答
平均

（日）

一時預かり 37 29.7 21.6 13.5      - 5.4 5.4 2.7 10.8 10.8 19.5

幼稚園の預かり保育 6 16.7 16.7 16.7      -      - 16.7      - 33.3      - 91.2

 
Ｎ 年１日 年２日 年３日 年４日 年５日 年６日 年７日 年８日 年９日 年10日 年11日

年12日
以上

無回答
平均

（日）

ファミリー・サポート・
センター

13 30.8 15.4      -      - 7.7      -      -      -      - 15.4      - 23.1 7.7 12.8

ベビーシッター 2      -      - 100      -      -      -      -      -      -      -      -      -      - 3.0

その他 10      -      -      -      -      -      -      -      -      - 10      - 80 10 38.0
 

 

４ 不定期の事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

2.6

0.4

0.9

0.1

0.7

87.6

7.8

0 20 40 60 80 100

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

(MA%)

(N=1,428)
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（２）目的別一時的な事業の利用希望（就学前：問 15、小学生 8） 

 年間に一時的な教育・保育事業を何日くらい利用する必要があるかを就学前児童保護者につい

てみると、「利用する必要はない」が49.2％と多い。「保護者の用事のために利用したい」は33.5％

（平均年10.3日）、「私用、リフレッシュ目的のために利用したい」は33.5％（平均年16.4日）

みられる。 

 小学生保護者については、「利用する必要はない」が63.8％と多い。 

 

【一時的な事業の利用希望】 

＜就学前児童保護者＞       ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用目的別一時的な事業の利用希望日数】 
（単位：Ｎは人、他は％） 

＜就学前児童＞ 

 
全  体

年４日
以内

年５日
～８日

年９日
～12日

年13日
～18日

年19日
～24日

年25日
～30日

年31日
～36日

年37日
以上

無回答
平均

（日）

私用、リフレッシュ目的 374 10.4 16.0 40.6 1.9 11.0 3.5 1.9 7.5 7.2 16.4

保護者の用事 479 15.2 24.6 38.6 1.7 5.0 2.9 0.4 2.3 9.2 10.3

不定期の就労 148 8.1 7.4 21.6 0.7 11.5 8.8 0.7 22.3 18.9 35.7

その他 10 30.0      - 10.0      -      -      -      - 30.0 30.0 94.1
 

 

＜小学生＞ 

 
全  体

年４日
以内

年５日
～８日

年９日
～12日

年13日
～18日

年19日
～24日

年25日
～30日

年31日
～36日

年37日
以上

無回答
平均

（日）

私用、リフレッシュ目的 133 16.5 21.8 30.8 1.5 9.8 3.0      - 11.3 5.3 17.8

保護者の用事 203 24.6 22.7 32.5 1.0 3.9 3.0      - 5.4 6.9 12.0

不定期の就労 79 6.3 13.9 25.3 2.5 8.9 3.8      - 26.6 12.7 44.2

その他 11 9.1 27.3 9.1      -      -      -      - 27.3 27.3 81.9
 

16.2

24.7

9.6

1.3

63.8

5.5

0 20 40 60 80 100

私用、リフレッシュ目的のために利用したい

保護者の用事のために利用したい

不定期の就労のために利用したい

その他

利用する必要はない・利用したいとは思わない

無回答

(MA%)

(N=821)

26.2

33.5

10.4

0.7

49.2

6.5

0 20 40 60 80 100

私用、リフレッシュ目的のた
めに利用したい

保護者の用事のために利用したい

不定期の就労のために利用したい

その他

利用する必要はない

無回答

(MA%)

(N=1,428)
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25.2

0.1

0.3

5.3

0.5

0.1

68.1

3.8

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらったことがあった

子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用したことがあった

認可外保育施設、ベビーシッター等を利用したことがあった

仕方なく子どもを同行させたことがあった

仕方なく子どもだけで留守番をさせたことがあった

その他

みてもらわなければならないことはなかった

無回答

(MA%)

(N=1,428)

（３）宿泊を伴う預かりの状況（就学前：問 16、小学生：問 9） 

 この１年間に泊りがけで家族以外に子どもをみてもらわなければならなかったことがあるの

は、就学前児童で28.1％、小学生で26.4％となっている。（100％から「みてもらわなければな

らないことはなかった」と「無回答」を引いた割合） 

 その際の対処方法としては、就学前児童・小学生ともに「（同居者を含む）親族・知人にみても

らった」が多い。 

 この１年間に泊りがけで家族以外に子どもをみてもらわなければならなかった日数は、就学前

児童・小学生ともに「年１日」が最も多いが、平均では就学前児童が「年7.4日」、小学生が「年

4.9日」となっている。 

 

【この 1年間に泊りがけで家族以外に子どもをみてもらわなければならなかったこと】 

＜就学前児童保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.9

0.0

3.5

3.0

0.0

69.8

3.8

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらったことがあった

子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用したことがあった

仕方なく子どもを同行させたことがあった

仕方なく子どもだけで留守番をさせたことがあった

その他

みてもらわなければならないことはなかった

無回答

(MA%)

(N=821)
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【泊りがけで子どもを預けなければならなかった日数】 
（単位：Ｎは人、他は％） 

＜就学前＞
 

Ｎ 年１日 年２日 年３日 年４日 年５日 年６日 年７日 年８日 年９日 年10日 年11日
年12日
以上

無回答
平均

（日）

（同居者を含む）親族・
知人にみてもらった

360 10.8 13.6 10.8 3.9 13.9 3.3 6.1 0.8 0.6 13.3      - 16.1 6.7 12.1

子育て短期支援事業
（ショートステイ）を利
用した

2      -      -      -      - 50.0      -      -      -      -      -      -      - 50.0 5.0

認可外保育施設、ベビー
シッター等を利用した

4      - 75.0      -      - 25.0      -      -      -      -      -      -      -      - 2.8

仕方なく子どもを同行さ
せた

76 18.4 19.7 14.5 3.9 21.1      -      -      -      - 5.3      - 6.6 10.5 7.3

仕方なく子どもだけで留
守番をさせた

7 14.3 14.3      - 14.3 14.3      -      -      -      - 14.3      - 14.3 14.3 23.7

その他 2      -      -      -      -      -      -      -      -      - 50.0      - 50.0      - 35.0

＜小学生＞
 

Ｎ 年１日 年２日 年３日 年４日 年５日 年６日 年７日 年８日 年９日 年10日 年11日
年12日
以上

無回答
平均

（日）

（同居者を含む）親族・
知人にみてもらった

196 19.4 16.8 13.8 3.6 9.7 3.6 5.6 0.5 1.0 8.2      - 11.7 6.1 8.2

子育て短期支援事業
（ショートステイ）を利
用した

     -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -       -

仕方なく子どもを同行さ
せた

29 34.5 24.1 13.8 3.4      - 3.4      - 3.4      -      -      - 3.4 13.8 3.0

仕方なく子どもだけで留
守番をさせた

25 24.0 8.0 4.0 4.0 8.0      -      -      -      - 4.0      - 28.0 20.0 13.3

その他      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -       -
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無回答
5.7%

新たに利用した
り、利用日数を
増やしたいとは

思わない
66.0%

すでに利用してい
るが、今後、利用
日数を増やしたい

6.7%

現在利用していな
いが、今後利用し

たい
21.6%

(N=1,428)

 

 

（１）地域の子育て支援事業の利用状況・利用希望（就学前：問 17・問 18） 

 地域の子育て支援事業の利用状況については、「利用していない」が87.5％と多い。 

 今後の利用意向については、「新たに利用したり、利用日数を増やしたりしたいとは思わない」

が66.0％と多い。 

【地域の子育て支援事業の利用有無（就学前）】 【地域の子育て支援事業の利用日数（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域子育て支援事業の利用希望（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域子育て支援事業の利用希望日数（就学前）】 

＜現在未利用の人＞     ＜利用しており回数を増やしたい人＞ 

 

 

 

 

５ 地域の子育て支援事業の利用について（就学前児童保護者のみ） 

 

無回答
1.4%

利用していない
87.5%

現在利用
している
11.1%

(N=1,428)

35.8

24.5

8.2

14.5

5.7

0.0

1.9

0.0

9.4

0 20 40 60 80 100

月１回

月２回

月３回

月４回（週１回）～月７回

月８回（週２回）～月11回

月12回（週３回）～月15回

月16回（週４回）～月19回

月20回（週５回）以上

無回答

(%)

(N=159)

39.3

18.2

2.6

16.6

5.8

1.3

1.0

0.3

14.9

0 20 40 60 80 100

月１回

月２回

月３回

月４回（週１回）～月７回

月８回（週２回）～月11回

月12回（週３回）～月15回

月16回（週４回）～月19回

月20回（週５回）以上

無回答

(%)

(N=308)

9.4

19.8

3.1

30.2

20.8

5.2

3.1

3.1

5.2

0 20 40 60 80 100

月１回

月２回

月３回

月４回（週１回）～月７回

月８回（週２回）～月11回

月12回（週３回）～月15回

月16回（週４回）～月19回

月20回（週５回）以上

無回答

(%)

(N=96)
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42.2

32.5

45.1

40.8

48.8

58.6

46.0

50.0

9.0

8.9

8.9

9.2

92.6

1.0

6.4

つどいの広場・レッツゴー♪つどい

すこやかグループ

おはなしルーム

体験保育「らんらん」

その他

(%)

0 20 40 60 80 100

知っている 知らない 無回答

 

 地域の子育て支援事業の認知度については、『おはなしルーム』『つどいの広場・レッツゴー♪

つどい』『体験保育「らんらん」』が４割を超えている。 

 利用経験については、『つどいの広場・レッツゴー♪つどい』が最も高いが、それでも22.3％に

とどまっている。 

 今後の利用希望については、「利用したい」は10％台後半から20％台にとどまっている。 

 

【地域の子育て支援事業の認知度（就学前児童保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の子育て支援事業の利用経験（就学前児童保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の子育て支援事業の利用希望（就学前児童保護者）】 

 

 17.2

19.2

29.5

22.1

37.9

33.0

26.4

34.1

34.4

37.6

33.8

33.2

10.6

10.2

10.4

10.6

91.9

1.0
3.2

3.9

つどいの広場・レッツゴー♪つどい

すこやかグループ

おはなしルーム

体験保育「らんらん」

その他

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したい 利用したくない わからない 無回答

22.3

11.1

8.8

10.3

65.4

75.2

78.1

76.2

12.3

13.7

13.2

13.5

92.9

1.4

5.7

つどいの広場・レッツゴー♪つどい

すこやかグループ

おはなしルーム

体験保育「らんらん」

その他

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したことがある 利用したことはない 無回答
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（１）放課後の過ごさせ方（就学前：問 20、小学生：問 23・問 24） 

 放課後の過ごし方について保護者の希望をみると、就学前児童保護者・小学生保護者ともに低

学年・高学年いずれも「自宅」が最も多く、次いで「習い事」となっている。 

 

【平日の放課後の過ごさせ方（就学前児童保護者）】 

＜低学年では＞           ＜高学年では＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平日の放課後の過ごさせ方（小学生保護者）】 

＜低学年では＞            ＜高学年では＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※低学年での過ごさせ方については、回答は低学年の保護者のみ 

６ 放課後や休日の過ごし方について 

 

68.8

33.2

53.5

18.8

28.1

1.2

26.6

3.5

020406080100

(MA%)

66.4

31.6

54.3

19.1

16.4

0.8

28.5

13.3

0 20 40 60 80

自宅

祖父母や友人・知人宅

習い事

放課後子ども教室

学童保育所

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

その他（公民館・公園など）

無回答

(MA%)

(N=256)

71.0

37.2

63.3

23.8

20.0

13.1

8.2

1.8

020406080100

(MA%)

(N=390)

66.7

28.5

58.7

17.5

10.7

11.6

6.1

12.3

0 20 40 60 80 100

自宅

祖父母や友人・知人宅

習い事

放課後子ども教室

学童保育所

公民館や図書館などの公共施設

その他

無回答

(MA%)

(N=821)
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【平日の放課後を過ごさせたい内容別 日数】 
（単位：Ｎは人、他は％） 

＜就学前児童保護者＞低学年では
 Ｎ 週１日 週２日 週３日 週４日 週５日 週６日 週７日 無回答 平均（日／週）

自宅 152 1.3 15.1 19.7 14.5 31.6 1.3 16.4      - 4.3

祖父母宅や友人・知人宅 64 45.3 34.4 12.5 3.1 3.1      - 1.6      - 2.1

習い事 124 31.5 50.8 16.1 1.6      -      -      -      - 1.9

学童保育所 41      - 14.6 14.6 7.3 53.7 9.8      -      - 4.3

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 2 100.0      -      -      -      -      -      -      - 1.0

その他 68      -      -      -      -      -      -      - 100.0 2.6

 Ｎ 月１日 月２日 月３日 月４日以上 無回答

放課後子ども教室 43 55.8 20.9 9.3 14.0      -

＜就学前児童保護者＞高学年では

 
Ｎ 週１日 週２日 週３日 週４日 週５日 週６日 週７日 無回答 平均（日／週）

自宅 256 2.3 14.5 13.3 5.5 22.3 1.2 7.4 33.6 4.0

祖父母宅や友人・知人宅 81 33.3 30.9 18.5 6.2 8.6      - 2.5      - 2.4

習い事 139 9.4 48.9 30.2 10.1 1.4      -      -      - 2.5

学童保育所 42      - 16.7 35.7 4.8 35.7 7.1      -      - 3.8

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 2 100.0      -      -      -      -      -      -      - 1.0

その他 73      -      -      -      -      -      -      - 100.0 2.6

 Ｎ 月１日 月２日 月３日 月４日以上 無回答

放課後子ども教室 49 49 22.4 2 26.5      -

＜小学生保護者＞低学年では
 Ｎ 週１日 週２日 週３日 週４日 週５日 週６日 週７日 無回答 平均（日／週）

自宅 277 13.4 18.8 21.3 9.7 24.5 1.8 4.7 5.8 3.4

祖父母宅や友人・知人宅 145 40.7 33.8 10.3 3.4 6.2      - 0.7 4.8 2.0

習い事 247 26.7 44.5 20.6 3.6 3.6 0.4      - 0.4 2.1

学童保育所 78 2.6 10.3 9.0 14.1 51.3 9.0      - 3.8 4.3

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 51 62.7 15.7 9.8      - 2.0      - 2.0 7.8 1.6

その他 32 3.1 31.3 34.4      - 15.6 3.1 6.3 6.3 3.3

 Ｎ 月１日 月２日 月３日 月４日以上 無回答

放課後子ども教室 93 43.0 25.8 3.2 20.4 7.5

＜小学生保護者＞高学年では

 Ｎ 週１日 週２日 週３日 週４日 週５日 週６日 週７日 無回答 平均（日／週）

自宅 548 13.5 21.7 20.4 7.7 22.4 1.8 5.8 6.6 3.4

祖父母宅や友人・知人宅 234 35.9 35.5 9.8 2.1 9.0 0.4 0.9 6.4 2.1

習い事 482 16.8 40.2 30.5 6.4 2.7 0.8 0.2 2.3 2.4

学童保育所 88 4.5 11.4 10.2 11.4 52.3 6.8      - 3.4 4.2

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 95 67.4 17.9 6.3      -      -      -      - 8.4 1.3

その他 50 14.0 18.0 24.0 10.0 26.0      - 2.0 6.0 3.3

 Ｎ 月１日 月２日 月３日 月４日以上 無回答

放課後子ども教室 144 31.9 29.9 3.5 29.9 4.9

平均（日／月）

2.1

平均（日／月）

2.8

平均（日／月）

2.1

平均（日／月）

2.4
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（２）学童保育所の利用希望（就学前：問 20、小学生：問 25） 

 学童保育所の希望は、就学前児童保護者調査では低学年で28.1％、高学年で16.4％、小学生保

護者調査では低学年で20.0％、高学年で10.7％の希望がある。（22頁参照） 

 学童保育所を希望する保護者が希望する時間帯をみると、就学前児童保護者・小学生保護者と

もに、低学年・高学年ともに「18時まで」が最も多い。 

 平日以外の学童保育所の利用希望をみると、『土曜日』と『日曜日・祝日』については、就学前

児童保護者・小学生保護者ともに「利用する必要はない」が多数を占める。『夏休み・冬休み』

については、就学前児童保護者で53.9％、小学生保護者で78.1％が「高学年になっても利用し

たい」としている。 

 

【学童保育所の利用希望時間（就学前児童保護者）】 

          ＜低学年では＞              ＜高学年では＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学童保育所の利用希望時間（小学生保護者）】 

          ＜低学年では＞              ＜高学年では＞ 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.0

4.2

31.9

47.2

13.9

1.4

1.4

0 20 40 60 80 100

14時以前まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時以降まで

無回答

(%)

(N=72)

0.0

0.0

2.4

28.6

52.4

14.3

2.4

0 20 40 60 80 100

14時以前まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時以降まで

(%)

(N=42)

0.0

1.1

0.0

18.2

47.7

26.1

3.4

3.4

0 20 40 60 80 100

14時以前まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時以降まで

無回答

(%)

(N=88)

0.0

1.1

1.1

29.7

45.1

22.0

1.1

0 20 40 60

14時以前まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時以降まで

(%)

(N=91)
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【学童保育所の土曜日、日曜・祝日、夏休み・冬休みの利用希望】 

 

＜就学前児童保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※回答は来年小学校に入学する児童の保護者のみ     

 

 

＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.1

5.5

14.8

30.5

18.0

78.1

39.1

55.5

16.4

21.1

0.0

7.0

土曜日(N=128)

日曜日・祝日(N=128)

夏休み・冬休み(N=128)

(%)

0 20 40 60 80 100

低学年の間は利用したい

高学年になっても利用したい

利用する必要はない 無回答

26.3

8.4

36.5

25.1

13.2

53.9

40.7

65.3

4.8

7.8

13.2

4.8

土曜日(N=167)

日曜日・祝日(N=167)

夏休み・冬休み(N=167)

(%)

0 20 40 60 80 100

低学年の間は利用したい

高学年になっても利用したい

利用する必要はない 無回答
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56.3

33.1

4.9

30.8

1.3

0.4

0.7

0.2

2.2

0.5

0.6

1.0

23.4

0 20 40 60 80 100

子ども会活動

スポーツ活動

文化・芸術・音楽活動

仲間や友人との交流

高齢者との交流

障がい者との交流

外国人との交流

郷土の歴史や芸能に触れる活動

自然と接する活動

リサイクル活動等の環境分野での
社会貢献活動

ボランティア活動

その他

無回答

(MA%)

(N=821)

65.0

1.3

20.2

33.1

35.4

17.8

14.9

25.0

34.3

6.9

14.7

0.2

2.9

0 20 40 60 80 100

自宅に近い

商店街など便利で活気の
ある場所

異年齢の子どもや大人と
触れ合える

同年齢の子どもが一緒に
遊べる

子どもの仲間づくりが
できる

勉強や英会話、パソコン
などを教えてくれる

専門的な指導員が子ども
を見守ってくれる

遊具等を使って自由に
遊べる

スポーツを楽しめる

子ども自身の悩みなどを積極的に
聞き相談にのってくれる人がいる

曜日や時間にかかわりなく、
いつでも利用できる

その他

無回答

(MA%)

(N=821)

（３）小学生の居場所（小学生：問 26、問 27、問 28） 

 小学生の普段の遊び場をみると、「自宅・親族の家」が83.1％で最も多く、次いで「地域にある

公園」が72.7％となっている。 

 小学生が参加している活動をみると、「子ども会活動」が56.3％で最も多い。 

 家庭以外の子どもの居場所に望むことをみると、「自宅に近い」が65.0％と多い。 

 
【普段の遊び場所（小学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加している活動（小学生）】    【家庭以外の居場所に望むこと（小学生保護者）】 

 

 

 

83.1

58.5

72.7

16.1

3.2

2.1

0.2

3.9

1.8

0 20 40 60 80 100

自宅・親族の家

友だちの家

地域にある公園

学校のグラウンド

図書館などの公共施設

ショッピングセンター

ゲームセンター

その他

無回答

(MA%)
(N=821)
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無回答
10.1%

取得していない
87.1%

取得した（取得中
である）

2.1%

働いていなかった
0.7%

(N=1,313)

 

 

（１）育児休業制度の取得状況（就学前：問 21） 

 育児休業を取得したのは、母親では23.4％、父親は2.1％である。 

 育児休業を取得しなかった理由については、母親は「子育てや家事に専念するため退職した」、

父親では「配偶者や祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が

多い。 

 

【育児休業の取得有無（就学前）】 

＜母親＞          ＜父親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【育児休業を取得しなかった理由（就学前）】 

＜母親＞          ＜父親＞ 

７ 子育てと職場の両立支援について（就学前保護者のみ） 

 

無回答
2.4%取得して

いない
15.3%

取得した
（取得中である）

23.4%

働いて
いなかった

58.9%

(N=1,407)

17.2

6.5

4.2

14.9

0.0

3.3

5.6

0.0

9.8

51.6

20.5

3.7

0.9

0.5

5.6

5.6

0 20 40 60 80 100

職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰

したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者や祖父母等の親族にみてもらえ

るなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため
退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を
満たさなかった

育児休業を取得できることを知らな

かった

産前産後の休暇を取得できることを
知らず、退職した

その他

無回答

(N=215)

33.4

35.9

0.0

8.0

8.4

31.7

2.4

17.4

50.0

0.1

13.3

0.3

1.3

0.0

3.1

6.6

0 20 40 60 80 100

職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰

したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者や祖父母等の親族にみてもらえ

るなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らな

かった

産前産後の休暇を取得できることを

知らず、退職した

その他

無回答

(MA%)

(N=1,143)
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（２）母親の育児休業からの復帰について（就学前：問 21-1、問 21-2） 

 育児休業を取得した母親の職場復帰状況については、「育児休業取得後、職場に復帰した」が

74.5％と多い。また、「育児休業中に離職した」は7.3％である。 

 職場復帰が「年度初めの保育所入所に合わせたタイミングだった」のは23.3％である。 

 短時間勤務制度については、「利用しなかった」が59.2％と多い。 

 １歳になったときに利用できる事業がかならずある場合には、「１歳になるまで育児休業を取得

したい」が92.2％を占めている。 

 

【育児休業取得者の復帰状況（母親）（就学前）】  【育児休業取得後の職場復帰と保育所入所 

                 のタイミング（母親）（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【育児休業から職場復帰後の短時間勤務制度  【１歳になったとき必ず利用できる事業がある場合 

の利用有無（母親）（就学前）】        の育児休業の取得（育児休業中の母親）（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【育児休業給付の支給や保険料免除 

の仕組みの認知状況】 

 

 

無回答
2.7%

育児休業中に
離職した

7.3%

現在も育児休業中
である
15.5%

育児休業取得後、
職場に復帰した

74.5%

(N=329)

無回答
3.3%

それ以外だった
73.5%

年度初めの入所に
合わせたタイミン

グだった
23.3%

(N=245)

無回答
4.5%

利用しな
かった
59.2%

利用した
36.3%

(N=245)

無回答
5.9%１歳になる前に復

帰したい
2.0%

１歳になるまで
育児休業を
取得したい

92.2%

(N=51)

無回答
3.5%

育児休業給付、保
険料免除のいずれ
も知らなかった

35.3%

保険料免除のみ
知っていた

1.4%

育児休業給付のみ
知っていた

29.0%

育児休業給付、保
険料免除のいずれ

も知っていた
30.8%

(N=1,428)
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5.7

38.6

34.5

7.4

15.3

1.3

0 20 40 60 80 100

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担を感じない

まったく感じない

なんともいえない

無回答

(MA%)

(N=1,428)

 

 

（１）子育て観（就学前：問 24、小学生：問 29） 

 子育てに関する負担や不安については、就学前児童保護者・小学生保護者ともに「なんとなく

不安や負担を感じる」と「あまり不安や負担を感じない」が拮抗して多い。 
 

【子育てに関する不安や負担】 

＜就学前児童保護者＞       ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）妊娠中等の支援（就学前：問 25・問 26） 

 妊娠中・出産後に精神的に不安定になったことがある人（よくあった＋時々あった）は56.9％

と半数を超えている。 

 妊娠中・出産後に特に必要だと思う支援については、「きょうだいをみてくれるサポート」「子

育て中の人との交流」などが多い。 
 

【妊娠中・出産後に精神的に不安定   【妊娠中・出産後に特に必要な支援（就学前児童保護者）】 

になったこと（就学前児童保護者）】 

 

 

 

 

８ 子育て全般について 

 

4.5

37.1

36.7

8.5

13.5

2.2

0 20 40 60 80 100

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担を感じない

まったく感じない

なんともいえない

無回答

(MA%)

(N=821)

無回答
1.1%なかった

14.7%

ほとんど
なかった
27.4%

時々あった
44.5%

よくあった
12.4%

(N=1,428)

15.2

26.5

9.9

1.8

24.0

34.0

6.7

28.6

10.7

17.1

1.1

2.7

0 20 40 60 80 100

母親の健康面での相談

赤ちゃんの育児サポート

助産師・保健師等の家庭訪問による指導

赤ちゃんの沐浴などのヘルパー

買い物・食事のしたくなどの家事全般

きょうだいをみてくれるサポート

子育て経験者から話を聞ける場の提供

子育て中の人との交流

子育て支援に関する情報の提供

父親へ子育てに関する教育

その他

無回答

(MA%)

(N=1,428)
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（３）日頃の悩みと相談相手（就学前：問 27・問 28、小学生：問 30・問 31） 

 日頃悩んでいることについては、就学前児童保護者では「子どもを叱りすぎているような気が

すること」「イライラした時などに子どもにあたってしまうこと」が多い。小学生保護者でも「勉

強や進学のこと」が最も多いが、次いで「子どもを叱りすぎているような気がすること」「イラ

イラした時などに子どもにあたってしまうこと」となっている。 

 相談相手についてみると、就学前児童保護者・小学生保護者ともに「配偶者・パートナー」「親

族」「友人・知人」が多い。 

 
【日頃悩んでいること】 

＜就学前児童保護者＞   ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.8

29.4

5.7

14.1

22.0

3.4

22.3

18.5

17.2

1.0

9.6

5.9

6.7

5.3

43.1

40.6

9.0

8.5

2.7

9.7

2.0

0 20 40 60 80 100

発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

近所に子どもの遊び相手がいないこと

子どもの友達づきあい（いじめを含む）に関する

こと

登園（登校）拒否などの問題

勉強や進学のこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ない

こと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わな

いこと

自分の子育てについて、まわりの見る目が気になる

こと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる

人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

イライラした時などに子どもにあたってしまうこと

子育てが面倒になって、子どもの相手をする気がな

くなることがあること

(MA%)

(N=1,428)

15.2

24.8

2.3

10.4

21.6

2.1

9.3

6.7

24.4

1.7

35.2

8.0

5.4

3.4

3.7

34.6

32.0

7.1

3.7

3.9

10.8

3.3

0 20 40 60 80 100

発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

養育の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

近所に子どもの遊び相手がいないこと

子どもの友達づきあい（いじめを含む）に関するこ

と

登校拒否などの問題

勉強や進学のこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ない

こと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わな

いこと

自分の子育てについて、まわりの見る目が気になる

こと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる

人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

イライラした時などに子どもにあたってしまうこと

子育てが面倒になって、子どもの相手をする気がな

くなることがあること

(MA%)

(N=821)

発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

近所に子どもの遊び相手がいないこと

子どもの友達づきあい（いじめを含む）に関する
こと

登園（登校）拒否などの問題

勉強や進学のこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ない
こと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わな
いこと

自分の子育てについて、まわりの見る目が気になる
こと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる
人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

イライラした時などに子どもにあたってしまうこと

子育てが面倒になって、子どもの相手をする気がな
くなることがあること

病気やケガをした時、救急病院などがわからないこ
と

その他

特にない

無回答
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75.9

72.6

74.9

16.2

23.4

0.5

16.9

0.5

0.4

0.1

2.1

0.9

13.5

0.1

3.3

0.0

0.0

0.5

0.7

1.6

0.2

1.8

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

親族（親・きょうだいなど）

友人・知人

近所の人

職場の人

子育て支援センター

保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

保健センター

兵庫県中央こども家庭センター

保育所の先生

幼稚園の先生

小学校の先生

民生委員・児童委員・主任児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連窓口

民間の電話相談

インターネット相談

(MA%)

(N=821)

86.4

86.8

74.5

16.6

21.6

4.9

20.9

6.0

3.9

0.0

21.5

6.5

0.1

11.0

0.3

0.1

2.2

0.1

0.3

0.3

1.0

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

親族（親・きょうだいなど）

友人・知人

近所の人

職場の人

子育て支援センター

保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

保健センター

兵庫県中央こども家庭センター

保育所の先生

幼稚園の先生

小学校の先生

民生委員・児童委員・主任児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連窓口

民間の電話相談

インターネット相談

(MA%)

(N=1,428)

配偶者・パートナー

親族（親・きょうだいなど）

友人・知人

近所の人

職場の人

子育て支援センター

保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

保健センター

兵庫県中央こども家庭センター

保育所の先生

幼稚園の先生

小学校の先生

民生委員・児童委員・主任児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連窓口

民間の電話相談

インターネット相談

その他

相談したいが、相談できる人は誰もいない

誰にも相談したくない、相談しないで自分で

解決する

無回答

【子育て（教育を含む）に関する相談相手】 

＜就学前児童保護者＞     ＜小学生保護者＞ 
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（４）相談支援機関の認知と利用経験（就学前：問 29、小学生：問 32） 

 県や市の相談機関の認知度については、「高砂市子育て支援センター」と「高砂市保健センター」

の認知度は高く、次いで「高砂市教育相談」についても小学生保護者では５割以上が認知して

いるが、他の機関・窓口の認知度は10％台までとなっている。 

 相談機関の利用については、「高砂市子育て支援センター」と「高砂市保健センター」は２～３

割強が利用したことがあるが、他の機関は割合が低い。 

 

          【相談支援機関の認知状況】 

<就学前児童保護者＞        <小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【相談支援機関の利用経験】 

<就学前児童保護者＞           <小学生保護者＞ 

 

 

67.1

55.8

87.8

87.1

87.2

87.1

87.9

8.3

9.0

11.3

10.2

10.8

11.0

11.1

1.0

1.9

1.9

2.7

0.9

35.2

24.6

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したことがある

利用したことがない

無回答

68.5

62.1

91.3

91.0

91.4

91.0

91.3

0.6

1.1

0.6

1.1

0.7

32.9

26.5

8.1

7.8

8.0

7.9

8.0

5.0

5.0

高砂市子育て支援センター

高砂市保健センター

マミーサポート

高砂市教育相談

適応指導教室

兵庫県中央こども家庭センター

ひょうご発達障害者支援センター
「クローバー」

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したことがある

利用したことがない

無回答

87.0

85.4

20.4

10.9

12.5

91.9

77.4

91.5

89.6

89.5

8.0

7.8

6.2

5.7

2.5

2.5

2.4

2.2

2.3

2.2

2.0

高砂市子育て支援センター

高砂市保健センター

マミーサポート

高砂市教育相談

適応指導教室

兵庫県中央こども家庭センター

ひょうご発達障害者支援センター
「クローバー」

0 20 40 60 80 100

知っている 知らない

無回答

84.9

87.7

14.0

56.2

18.3

16.4

14.7

11.6

8.9

81.7

40.0

77.6

79.3

81.1

4.1

4.3

4.1

3.9

4.3

3.4

3.5

(%)

0 20 40 60 80 100

知っている

知らない

無回答
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66.5

21.2

25.0

4.7

36.3

31.6

37.7

39.2

2.8

0.9

0 20 40 60 80

配偶者、親・きょうだい
などに相談した

保育所や幼稚園の先生
に相談した

保健センターの保健師
に相談した

市の教育相談窓口に
相談した

かかりつけ医や病院
に受診した

友人・知人に相談した

しばらく様子をみた

インターネットで
調べた

その他

無回答

(MA%)

(N=212)

（５）子どもの発育・発達について（就学前：問 27-1・問 27-2・問 31、小学生：問 33） 

 子どもの発育・発達に関する悩みがあるのは、就学前児童保護者で14.8％、小学生保護者で

15.2％であるが（30頁参照）、気になったきっかけは「健診で指摘された」が多く、その時の行

動としては「配偶者、親・兄弟などに相談した」が最も多い。 

 子どもに発達の遅れや障がいがあった場合に力を入れてほしいことについては、就学前児童保

護者・小学生保護者ともに「発達の遅れや障がいの程度に応じ、十分な教育が受けられる障が

い児教育を充実する」が最も多い。 

 

【子どもの発達・発育で気になったきっかけ（就学前）】   【その時の行動（就学前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもに発達の遅れや障がいがあった場合に力を入れてほしいこと】 

＜就学前児童保護者＞       ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

78.4

37.5

47.5

31.9

40.3

41.2

32.1

16.2

51.8

36.7

1.3

3.2

0 20 40 60 80 100

発達の遅れや障がいの程度に応じ、十分な
教育が受けられる障がい児教育を充実する

リハビリテーション機能を備えた施設を
整備する

家庭において自立した生活ができるよう
福祉制度やサービスを充実する

福祉についての情報、相談・指導などの
窓口を充実する

健康診断、予防、治療、機能回復訓練など
保健・医療を充実する

学習したり、スポーツやレクリエーション
などを楽しむ場や機会を充実する

障がい児が快適で安全に利用できる乗物、
道路、建物などの整備を進める

地域での交流事業を推進する

保育や教育が受けられる体制を整備する

まわりの人の障がい児に対する理解を
深める啓発や学習を充実する

その他

無回答

(MA%)

(N=1,428)

78.7

30.1

52.4

32.5

28.3

43.1

29.5

14.9

41.4

39.6

1.9

5.1

0 20 40 60 80 100

(MA%)

(N=821)

34.9

9.0

18.4

42.5

4.2

0 20 40 60 80 100

健診で指摘された

通っている施設等の
職員に指摘された

親族や友人・知人に
指摘された

その他

無回答

(MA%)

(N=212)
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45.9

4.3

13.3

7.3

5.4

41.9

1.6

0 20 40 60 80 100

栄養のバランス

アレルギーへの対応

肥満について

生活習慣病について

その他

特に不安に思うことはない

無回答

(3LA%)

(N=821)

 

 

（１）食生活・運動（小学生：問 10～問 13） 

 朝食については「ほとんど毎日食べる」が93.8％を占める。 

 朝食を毎日食べない理由は、「子どもの食欲がないから」が67.5％と多い。 

 夕食をひとりで食べることがあるのは、合わせると4.5％となっている。 

 食生活で不安に思うことについては、「栄養のバランス」が45.9％で最も多く、次いで「特に不

安に思うことはない」41.9％となっている。 

 授業以外で１日に30分以上の運動を週に５日以上行っている小学生は32.6％である。 

 

【朝食の摂取状況（小学生）】        【朝食を毎日食べない理由（小学生）】 

                          （「毎日食べる」以外を選んだ人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夕食をひとりで食べること（小学生）】    【食生活で不安に思うこと（小学生保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 小学生のふだんの様子（小学生保護者のみ） 

 

無回答
1.3%

ほとんど食べない
1.8%

週に２～３日
食べる
1.5%

週に４～５日
食べる
1.6%

ほとんど
毎日食べる

93.8%

(N=821)

57.5

67.5

2.5

7.5

0.0

2.5

0 20 40 60 80 100

時間がないから

子どもの食欲がないから

家族が食べないから

作るのがめんどうだから

その他

無回答

(3LA%)

(N=40)

無回答
1.6%

ほぼ毎日
ひとりでとる

0.4%週に３～５回
程度ある

1.1%

週に１～２回
程度ある

3.0%

ない
93.9%

(N=821)
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無回答
1.9%

特に運動して
いない
14.1%

月に１～２日
程度
1.7%

週に１～２日
29.1%

週に３～４日
20.5%

週に５～６日
13.4%

毎日
19.2%

(N=821)

【授業以外で１日 30分以上の運動をする頻度（小学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの休養・こころの様子（小学生：問 14～問 18） 

 起床時刻は6：01～7：00が多く、就寝時刻は20：30～22：00が多い。 

 テレビ（インターネット接続を含む）を見る時間は「１～２時間未満」、ゲーム（ネットゲーム

を含む）をする時間は「30分～１時間未満」が最も多い。 

 イライラしたりふさぎこんだりすることが「ときどきある」が56.3％で、「よくある」7.4％を

合わせると６割を超えている。 

 「学校へ行きたくない」や「学校を休みたい」と言うことが『ある』のは２割強となっている

（「ときどきある」と「よくある」の合計）。 

 

【子どもの起床時刻（小学生）】        【子どもの就寝時刻（小学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.1

0.9

11.6

36.1

45.8

3.4

0.1

0.1

1.9

0 20 40 60 80 100

5:00以前

5:01～5:30

5:31～6:00

6:01～6:30

6:31～7:00

7:01～7:30

7:31～8:00

8:01以降

無回答

(%)

(N=821)

5.1

27.2

22.7

29.2

6.5

6.7

0.4

0.5

0.0

1.8

0 20 40 60 80 100

20:30以前

20:31～21:00

21:01～21:30

21:01～22:00

22:01～22:30

22:31～23:00

23:01～23:30

23:31～24:00

24:01以降

無回答

(%)

(N=821)
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【テレビの視聴時間（小学生）】        【ゲームで遊ぶ時間（小学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イライラしたりふさぎ込んだり    【「学校へ行きたくない・休みたい」 

すること（小学生）】          などと言うこと（小学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

3.8

13.0

39.2

28.6

13.3

0.5

1.6

0 20 40 60 80 100

30分未満

30分～１時間未満

１～２時間未満

２～３時間未満

３時間以上

まったく見ない

無回答

(%)

(N=821)

22.2

29.8

21.3

7.7

2.2

15.0

1.8

0 20 40 60 80 100

30分未満

30分～１時間未満

１～２時間未満

２～３時間未満

３時間以上

まったくしない

無回答

(%)

(N=821)

無回答
2.1%

まったくない
75.8%

ときどきある
20.7%

よくある
1.5%

(N=821)

無回答
1.6%

まったくない
34.7%

ときどきある
56.3%

よくある
7.4%

(N=821)
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3.7

1.8

1.8

4.6

5.5

22.0

12.8

52.3

2.8

0 20 40 60 80 100

市役所に連絡した

中央こども家庭センターに連絡した

民生委員・児童委員や主任児童委員に連絡した

警察に連絡した

保育所・幼稚園、学校などに連絡した

知り合いの人たちで相談して対応した

その他

特に何もしていない

無回答

(MA%)

(N=109)

 

 

（１）子どもの虐待の見聞と対応（小学生：問 19・問 19-1） 

 子どもの虐待を見聞したことが「ある」は3.2％と少数だが、「虐待かどうかわからないが、お

かしいなと思ったことがある」を合わせると１割を超えている。 

 虐待を見聞したときの対応については、「特に何もしていない」が52.3％と多数を占めている。 

 

【子どもの虐待を見聞した経験（小学生保護者）】 

無回答
1.7%

ない
85.0%

虐待かどうかわか
らないが、おかし
いなと思ったこと

がある
10.1%

ある
3.2%

(N=821)

 
 

 

【その時の対応（小学生保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 児童虐待や防犯について（小学生保護者のみ） 
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（２）子どもの安全について（小学生：問 20～22） 

 子どもがチカン・不審者などの被害にあったことが「ある」のは2.9％である。 

 チカン・不審者などの被害の話を聞いたことが「ある」のは26.2％と４人に１人となっている。 

 子どもの安全を守るために特に重要と思われることについては、「地域ぐるみのパトロールなど

子どもを犯罪から守るための取り組み」が58.3％で最も多いが、いずれの事項ついてもニーズ

は比較的高い。 

 

【子どもがチカン・不審者などの被害に    【チカン・不審者などの被害の 

あった経験（小学生保護者）】         話を聞いたこと（小学生保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの安全を守るために特に重要と思われること（小学生保護者）】 

 

無回答
1.5%

ない
95.6%

ある
2.9%

(N=821)

無回答
1.7%

ない
72.1%

ある
26.2%

(N=821)

41.5

45.1

58.3

46.8

22.0

46.8

2.9

2.1

0 20 40 60 80 100

地域の交通安全活動の充実・強化

歩行者や自転車のための交通安全施設（ガードレール･歩道）の整備

地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から守るための取り組み

子どもの遊び場の安全対策

不審者の進入防止など、学校の安全対策

犯罪にあいそうになった時の対応についての教育

その他

無回答

(3LA%)

(N=821)
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9.9

18.1

32.2

37.4

27.5

3.5

49.1

15.2

18.7

29.8

8.2

27.5

1.8

0 20 40 60 80 100

住環境がよくない

自然環境がよくない

交通機関が不便

保育事業が充実していない

保育所、幼稚園などが利用
しづらい

職場と住居が遠い

公園など子どもの遊び場が
少ない

地域活動が盛んではない

地域の子育てネットワークが
できていない

子育てに関する情報を得にくい

事故や犯罪が多く危険

その他

無回答

(MA%)

(N=171)

 

 

（１）子どもの育てやすさ（就学前：問 36・問 36-1、小学生：問 37・問 37-1） 

 就学前・小学生ともに全体の約３割が、「子育てしやすいまちだと思う」と回答している。 

 子育てしやすいまちだと思わない人について理由をみると、就学前児童保護者では「公園など

子どもの遊び場が少ない」、小学生児童保護者では「公園や児童館など子どもの居場所が少ない」

が最も多い。 

【高砂市は子育てしやすいまちだと思うか】 

      ＜就学前児童保護者＞                ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育てしやすいまちだと思わない理由】 

           ＜就学前児童保護者＞             ＜小学生保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 高砂市の子育て環境の評価と行政への要望 

 

無回答
1.7%

子育てしやすい
まちだと思わない

12.0%

どちらとも
いえない
54.7%

子育てしやすい
まちだと思う

31.7%

(N=1,428)

無回答
5.2%子育てしやすい

まちだと思わない
8.0%

どちらとも
いえない
53.7%

子育てしやすい
まちだと思う

33.0%

(N=821)

21.2

19.7

27.3

40.9

7.6

65.2

15.2

13.6

30.3

15.2

21.2

1.5

0 20 40 60 80

住環境がよくない

自然環境がよくない

交通機関が不便

教育環境が充実していない

職場と住居が遠い

公園や児童館など子どもの
居場所が少ない

近所づきあいや地域活動が
盛んではない

地域の子育てネットワーク
ができていない

子育てに関する情報を得に
くい

事故や犯罪が多く危険

その他

無回答

(MA%)

(N=66)
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（２）力を入れてほしい子育て支援施策（就学前：問 39、小学生：問 38） 

 もっと力を入れてほしい子育て支援施策については、就学前児童保護者・小学生保護者ともに

「子どもだけで安心して遊べる場所づくり」が最も多い。 

 全体的にみれば、子どもの遊び場、チカン等に対する防犯体制、公園や歩道の整備、子どもの

医療体制についてのニーズが高い。 

 

【もっと力を入れてほしい子育て支援】 

＜就学前児童保護者＞     ＜小学生保護者＞ 

 

71.1

19.2

41.0

23.7

26.6

47.3

23.6

16.9

26.2

8.6

39.2

50.4

52.0

7.4

1.8

2.0

0 20 40 60 80 100

子どもだけで安心して遊べる場所づくり

異なる年齢の子どもとの交流

親子が安心して集まれる身近な場や機会の充実

親子で楽しめる観劇、音楽会などの文化事業の充実

子育てに困った時に相談したり情報を得られる場の充実

安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備

残業時間の短縮や休暇の取得促進などに

ついての企業への働きかけ

育児休業・介護休暇等の取得促進につい

て企業への働きかけ

再就職についての支援の充実

子育てサークルへの支援の充実

幼児期の学校教育・保育（幼稚園や保育所）

の充実

公園や歩道の整備の充実

チカンや子どもへのいたずらなどに対する

防犯対策の充実

家事支援サービスの整備

その他

無回答

(N=1,428)

73.1

14.5

19.0

17.9

21.1

49.2

15.1

12.8

22.7

3.5

16.4

47.1

51.5

7.6

3.0

4.8

0 20 40 60 80 100
(MA%)

(N=821)
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（３）幼稚園・保育所の一体化について（就学前：問 37・問 38） 

 高砂市が推進している「幼保一体化」については、「なんとなく知っている」が44.0％で最も多

い。「言葉は聞いたことがあるが、どんなことかわからない」と「言葉を聞いたことがない」を

合わせると約３割となっている。 

 「幼保一体化」の推進については、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせた賛成派が47.5％

に対して、「反対」と「どちらかといえば反対」を合わせた反対派が15.0％である。 

 

【「幼保一体化」の認知度（就学前児童保護者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高砂市の幼保一体化の推進について（就学前児童保護者）】 

無回答
1.4%

わからない
36.1%

反対
3.6%

どちらかといえば
反対
11.4%

どちらかといえば
賛成
26.7%

賛成
20.8%(N=1,428)

無回答
1.3%

言葉を聞いたこと
がない
4.6%

言葉は聞いたこと
があるが、どんな
ことかわからない

25.8%

なんとなく
知っている

44.0%

理解している
24.4%

(N=1,428)


